
創
政
会
　
　
　
武
藤
　
俊
宏

内
臓
脂
肪
症
候
群
の
該
当
者
割

合
が
高
い
原
因
と
予
防
対
策
は

公
明
党
　
　
　
三
谷
　
小
鶴

所
得
制
限
無
し
で
18
歳
ま
で

小
児
医
療
費
の
無
料
化
を

日
本
共
産
党
　
上
田
　
博
之

18
歳
ま
で
小
児
医
療
費
助
成

の
対
象
を
拡
大
し
な
い
か

創
政
会
　
　
　
比
留
川
政
彦

経
年
劣
化
が
見
ら
れ
る
公
共

イ
ン
フ
ラ
の
耐
用
年
数
は

�

畑
井
　
陽
子
　

高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
は

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

●
綾
瀬
市
の
健
康
づ
く
り
に
向
け

て
の
取
組
に
つ
い
て

Ｑ　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
中

間
評
価
で
は
、
内
臓
脂
肪
症
候
群

の
該
当
者
割
合
が
県
内
２
位
と
男

女
と
も
高
い
が
、原
因
と
対
策
は
。

Ａ
　
原
因
の
特
定
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
予
防
に
は
運
動
と
食

事
が
重
要
と
な
る
た
め
、
各
種
教

室
を
継
続
的
に
実
施
し
、
該
当
者

の
減
少
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ　

認
知
症
対
応
を
居
宅
で
行

う
こ
と
は
、
困
難
な
点
な
ど
が
多

い
た
め
、
介
護
保
険
事
業
の
施
設

サ
ー
ビ
ス
を
増
や
す
必
要
が
あ
る

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　

人
口
定
着
の
た
め
に
は
安

心
し
て
出
産
や
子
育
て
が
で
き
る

環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、

所
得
制
限
無
し
の
18
歳
ま
で
小
児

医
療
費
無
料
化
を
拡
大
し
て
は
。

Ａ
　
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
総

合
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
で
、
安

心
し
て
出
産
や
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
る
。
医
療
費
無

料
化
は
、
県
の
制
度
強
化
も
踏
ま

え
、
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
が
可

能
と
判
断
し
、
令
和
５
年
度
中
の

実
施
へ
の
準
備
を
始
め
て
い
る
。

●
ハ
イ
リ
ー
・
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
・

チ
ャ
イ
ル
ド
（
Ｈ
Ｓ
Ｃ
）
や
発
達

性
読
み
書
き
障
害
（
デ
ィ
ス
レ
ク

シ
ア
）
に
つ
い
て

Ｑ　

人
一
倍
敏
感
な
特
性
を
持

つ
Ｈ
Ｓ
Ｃ
と
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
が

正
し
く
理
解
さ
れ
る
に
は
、
適
切

な
支
援
体
制
が
必
要
だ
が
、
研
修

会
の
開
催
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

効
果
的
な
活
用
を
考
え
て
は
。

Ａ
　
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
や
障
害

な
ど
に
係
る
対
応
・
理
解
に
つ
い

て
、
教
職
員
対
象
の
研
修
を
行
っ

て
お
り
、
き
め
細
や
か
な
支
援
に

努
め
て
い
き
た
い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用
は
、
有
効
な
ツ
ー
ル

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
活
用
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
高
額
療
養
費
の
簡
素
化
に
つ
い
て

Ｑ　

高
額
療
養
費
払
い
戻
し
の

申
請
手
続
き
を
簡
素
化
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
ら
な
い
か
。

Ａ
　
被
保
険
者
の
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
た
め
、
検
討
を
開
始

し
て
お
り
、
早
期
に
実
施
で
き
る

よ
う
事
務
手
続
き
を
進
め
る
。

と
思
う
が
、施
設
建
設
の
状
況
は
。

Ａ
　
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
は
、３
ユ
ニ
ッ
ト
、27
人
定
員
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
誘
導
を

位
置
付
け
て
い
る
。
令
和
３
年
度

に
事
業
者
公
募
と
選
定
を
行
い
、

５
年
度
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

●
保
育
事
業
に
つ
い
て

Ｑ　

保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
で

の
大
変
痛
ま
し
い
事
故
や
子
ど
も

の
安
全
に
関
わ
る
事
案
が
全
国
で

発
生
し
て
い
る
。
国
が
進
め
て
い

る
、
バ
ス
送
迎
に
関
す
る
安
全
対

策
や
安
全
装
置
へ
の
補
助
な
ど
の

状
況
と
本
市
の
対
応
は
。

Ａ
　
国
の
安
全
管
理
に
関
す
る

緊
急
点
検
の
結
果
に
基
づ
き
、
送

迎
を
実
施
し
て
い
る
全
施
設
で
県

に
よ
る
実
地
調
査
を
行
う
。
国
の

「
こ
ど
も
の
バ
ス
送
迎
・
安
全
徹

底
プ
ラ
ン
」
は
、
安
全
装
置
導
入

へ
の
財
政
支
援
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
仕
様
や
補
助
要
綱
な

ど
の
内
容
が
確
定
次
第
、
最
優
先

で
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

●
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
や
更
新

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

Ｑ　

本
市
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
の

多
く
は
、
設
置
後
30
年
以
上
が
経

過
し
、
維
持
す
る
た
め
に
修
繕
が

必
要
と
考
え
る
が
、道
路
や
橋
梁
、

下
水
道
施
設
の
耐
用
年
数
は
。

Ａ
　
道
路
施
設
の
橋
梁
が
60

年
、舗
装
が
15
年
、下
水
道
施
設
の

管
き
ょ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
が
50
年
、

処
理
場
施
設
が
30
年
で
あ
る
。

Ｑ　

道
路
や
橋
梁
、
下
水
道
な

ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
修
繕
や
更

新
に
係
る
費
用
の
見
込
み
は
。

Ａ
　
対
象
年
数
を
50
年
で
算
定

し
た
場
合
で
は
、
道
路
施
設
は
約

44
億
円
、
下
水
道
施
設
は
約
２
７

０
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

イ
ン
フ
ラ
管
理
を
担
う
技

術
職
員
の
不
足
が
行
政
間
で
懸
念

さ
れ
る
が
、本
市
の
採
用
状
況
は
。

Ａ
　
新
卒
者
対
象
の
試
験
に
加

え
、
新
た
に
民
間
企
業
等
経
験
者

を
対
象
に
通
年
で
の
試
験
を
実
施

し
て
お
り
、
必
要
な
配
置
定
数
を

確
保
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

Ｑ　

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
や

管
理
、
更
新
を
行
う
た
め
に
は
、

し
っ
か
り
と
財
源
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。
今
後
、
増
大
す
る
イ

ン
フ
ラ
の
更
新
費
用
に
対
し
、
基

金
な
ど
を
創
設
し
な
い
か
。

Ａ
　
補
助
金
な
ど
の
特
定
財
源

が
期
待
で
き
、
１
年
間
で
執
行
可

能
な
事
業
数
を
考
慮
す
る
と
、
市

費
と
な
る
一
般
財
源
へ
の
影
響
は

少
な
く
、
現
時
点
で
基
金
設
置
の

必
要
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
設
置
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
に
備
え
、
調
査
を
行
い
た
い
。

●
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

Ｑ　

国
は
介
護
保
険
制
度
の
改

正
を
議
論
し
て
い
る
が
、
要
介
護

１
、２
の
訪
問
･
通
所
介
護
が
総
合

事
業
へ
移
行
す
る
状
況
な
ど
が
進

む
と
、
各
自
治
体
で
の
施
策
の
検

討
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
。高
齢
化
が
進
む
中
、コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
地
域
で
の
高
齢
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
が
難

し
い
が
、市
は
ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ
　
国
の
議
論
を
注
視
し
な
が

ら
、
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
す
た

め
の
施
策
展
開
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
に
立
ち
、
次
期
介

護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

Ｑ　

本
市
の
介
護
保
険
料
は
全

国
平
均
よ
り
低
い
が
、
年
々
増
え

て
い
る
。
高
齢
者
の
金
銭
的
な
負

担
が
今
後
も
重
く
な
る
が
、
保
険

料
上
昇
を
抑
制
す
る
方
策
は
。

Ａ
　
元
気
高
齢
者
施
策
や
介
護

予
防
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
保
険
料
上
昇
の
抑
制
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

介
護
職
の
な
り
手
不
足
を

解
消
す
る
た
め
に
は
、
本
市
で
働

く
利
点
や
動
機
付
け
が
必
要
と
考

え
る
が
、
就
労
を
促
す
対
策
は
。

Ａ
　
綾
瀬
西
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
は
、
綾
瀬
西
高
等
学
校
の

生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場

と
な
っ
て
お
り
、
将
来
の
介
護
人

材
確
保
や
育
成
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
。
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
行

事
に
も
高
校
生
が
参
加
し
て
お

り
、
介
護
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

●
小
児
医
療
費
の
無
料
化
を
18
歳

ま
で
に
拡
大
を

Ｑ　

小
児
医
療
費
の
無
料
化
を

18
歳
ま
で
拡
大
す
る
よ
う
提
言
し

て
き
た
が
、
実
施
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
令
和
５
年
度
中
の
実
施
に

向
け
て
準
備
を
始
め
て
い
る
。

Ｑ　

独
自
に
小
児
医
療
費
の
助

成
を
行
う
自
治
体
に
対
し
、
国
は

国
民
健
康
保
険
の
助
成
金
を
減
額

調
整
措
置
し
て
い
る
が
、対
応
は
。

Ａ
　
減
額
調
整
措
置
の
見
直
し

と
と
も
に
、
国
主
体
で
の
医
療
費

助
成
制
度
創
設
を
求
め
て
い
く
。

●
学
校
給
食
の
お
か
ず
を
増
や
す

た
め
に

Ｑ　

副
菜
２
品
で
は
な
く
、
な

ぜ
１
品
だ
け
の
日
が
多
い
の
か
。

Ａ
　
２
コ
ー
ス
分
の
副
菜
を
２

種
類
ず
つ
調
理
す
る
こ
と
に
よ
る

制
約
が
あ
る
。副
菜
１
品
の
場
合
、

果
物
な
ど
を
提
供
す
る
よ
う
工
夫

し
、
２
品
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　

５
月
、
６
月
、
７
月
の
栄

養
成
分
表
で
は
、
何
種
類
も
の
栄

養
素
が
不
足
し
て
い
る
が
、
今
後

改
善
し
て
い
く
考
え
は
。

Ａ
　
９
月
以
降
は
全
て
目
標
範

囲
内
で
あ
る
。
補
い
に
く
い
栄
養

素
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を
組
み

合
わ
せ
て
栄
養
基
準
を
満
た
す
よ

う
献
立
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

Ｑ　

給
食
へ
の
率
直
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
、
各
学
校
に
匿

名
で
投
函
で
き
る
目
安
箱
の
設
置

や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
投
稿
フ

ォ
ー
ム
を
つ
く
ら
な
い
か
。

Ａ
　
児
童
・
生
徒
や
教
職
員
か

ら
の
声
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
集

約
方
法
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

昨年1２月２1日、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながら、「市民ホー
ルコンサート」が開催されました＜市役所 1階市民ホールにて＞

令和 5年（2023年） 2 月 第198号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 4）


